
令和５年度  

第１回地域ケア地区会議のご報告 
住み慣れた場所で、安心してその人らしい生活を継続できるように、地域の方、事業所、

医療機関等の関係機関の皆様に集まっていただき会議を開催し、５４名の方々にご参

加いただきました。 
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安城市役所市民安全課加藤将仁様を講師にお迎え

し、実際に安城市で起きた詐欺被害やその手口、でき

る対策についてお話をしていただきました。 

令和４年中の特殊詐欺(キャッシュ詐欺盗、預貯金

詐欺、オレオレ詐欺、架空料金請求詐欺)被害総数は

25件、被害額合計約 1億 600万円にものぼるとの

こと。お金やカード、ATM のワードが出たら疑うので

はなく「詐欺」だと決めつけて、電話はすぐ切って！と

力強いメッセージがありました。 

講義のあとは、グループワークにて、身近で見聞き

した特殊詐欺や訪問販売等の実際について話し合い

ました。 

また、今回は、地域ケア地区会議に続いて生活支援

ネットワークも同時開催し、特殊詐欺や消費者被害に

遭わないために地域や事業所でできることは何かに

ついても話し合いました。 

 

 

 

 

 

 

ほうかつだより 
安城市地域包括支援センターひがしばた   第 24号 令和 5年 7月発行 

住所：安城市東端町鴻ノ巣 72-2  電話：0566-73-8210 

 

高齢者が特殊詐欺や消費者被害等に 

遭わないためにみんなで考える 

参加者の声 

・訪問時に今回の研修内容を利用者に話し、注意喚起をしていきたい。 

・身近に危険があるということを感じた。 

・いろいろな意見が聞けて参考になった。口コミの力が重要なので、情報があったら

発信していきたい。        など、たくさんのお声をいただきました。 



まだまだ暑さは続きます！！ 

高齢者は、 

特に対策が必要です 
 

 

 

 

 

高齢者は 

① 体内の水分が不足しがちです 
高齢者は若年者よりも体内の水分量が少ない

上、体の老廃物を排出する際にたくさんの尿を

必要とします。 

 

② 暑さに対する感覚機能が低下しています 
加齢により、暑さやのどの渇きに対する感覚が

鈍くなります。 

 

③ 暑さに対する体の調節機能が低下します 
高齢者は体に熱がたまりやすく、暑い時には若年者よりも循環器系への負担が大き

くなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エアコンをためらわずに

使いましょう 
熱中症は、室内や夜間でも多く発生

し、救急搬送されたり、場合によって

は死亡することもあります。 

室内では、エアコンを上手に活用しま

しょう。また、体に直接あたらないよ

うに風向きを調整しましょう。 

のどが渇いていなくても 

こまめに水分補給を 

しましょう 
1 日あたり 1.2 リットルを目安に水分

を摂取しましょう。 

大量に汗をかいた時は、塩分も忘れずに

補給しましょう 

※水分や塩分の摂取量はかかりつけ医の指示

に従いましょう。 

周りの人にも気を配り、声をかけあい、

命を守る行動をしましょう 


